
症例の概要症例の概要

品種・性品種・性 検査日検査日 日齢日齢 診断名診断名 母牛の産歴母牛の産歴

症例１症例１ FF11雄雄 6/46/4 ４４ 結腸閉鎖結腸閉鎖 初産初産

症例２症例２ ﾎﾙｽ雄ﾎﾙｽ雄 10/110/1 ２２ 結腸閉鎖及び結腸閉鎖及び ２産２産

一部欠損一部欠損 ((異常産歴なし）異常産歴なし）

症例３症例３ FF11雄雄 12/212/2 ４４ 結腸閉鎖及び結腸閉鎖及び ５産５産

一部欠損一部欠損 ((異常産歴なし）異常産歴なし）

共通事項：病理検査：著変なし、細菌検査：陰性、ｳｲﾙｽ検査：陰性共通事項：病理検査：著変なし、細菌検査：陰性、ｳｲﾙｽ検査：陰性

表-1 

１農家で続発した子牛の先天性結腸閉鎖について 
東部家畜保健衛生所  大谷 徳寿 

 

１．発生農場の概要 

 発生農場は、高松市にある酪農家で経産牛 150 頭、育成牛 80 頭の合わせて 230 頭を飼養

し、牛舎はフリーバーン牛舎で、搾乳はミルキングパーラーで行っていた。種付けは、畜

主による人工受精で管理しており、異常産のワクチンは全頭接種済みであった。 

 

２．各症例について 

【症例１】 

 Ｆ₁オスで、平成 22 年 5 月 31 日に分娩

され、6 月 4 日、4 日齢で死亡し、同日、

家畜保健衛生所で剖検され、結腸閉鎖と診

断された。なお、母牛は初産であった。 

【症例２】 

 ホルスタイン・オスで、平成 22 年 9 月

28 日に分娩され、10 月 1 日、2 日齢で死

亡し、同日、家畜保健衛生所で剖検され、

結腸の閉鎖と一部欠損が認められた。なお、

母牛は2産めで前回の分娩で異常はなかっ

た。 

【症例３】 

Ｆ₁オスで、平成 22 年 11 月 28 日に分娩され、12 月 2 日、家畜保健衛生所で鑑定殺され、

その結果、結腸の閉鎖と一部欠損が認められた。母牛は 5 産めでそれまでの分娩で異常は

みられなかった。なお、いずれの症例においても、病理検査、細菌検査、ウイルス検査で

著名な変化は認められなかった。 

 

３．病理所見 

【症例 1】 

図-1 は症例 1 の結腸閉鎖所見です。盲腸

と結腸の境界は狭窄し、盲端が繊維様の組織

でつながっていた。図-2 は、その繊維様組織

を切断したところであり、内部には糞状の内

容物が認められた。 

 

 

図-1 



 

【症例 2】 

図-3 は症例 2 の小腸及び盲腸である。盲

腸内は、糞状の内容物が貯留していた。また

二つの盲端部の間は腸管が欠損していた（図

-4）。 

 

 

 

 

 

【症例 3】 

図-5 は症例 3 の盲腸、結腸を示したものであるが、矢印で示した箇所は結腸盲端部で

ある。図-6 は、結腸の盲端部を撮影したもので、盲端部が完全に離れて遊離していた。 

 

４．血縁的背景 

 図-7 は各症例の血縁的背景を示したものである。症例１と症例２は父親が異なる黒毛和
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・いずれの症例も、近交係数は０。

・母方曽祖父に同一種雄牛がみられるものの、過去に異常産の発生はなかった。
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症例の発生頻度症例の発生頻度
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

ﾎﾙｽ 4 5 11 11 4 6 9 11 10 5 5 5 86

F1 3 4 7 2 6 3 1 5 8 5 5 8 57

計 7 9 18 13 10 9 10 16 18 10 10 13 143

ﾎﾙｽ 5 4 9 2 6 7 7 9 10 11 8 8 86

F1 14 5 5 5 3 4 7 4 15 4 3 2 71

計 19 9 14 7 9 11 14 13 25 15 11 10 157

H22年

H21年

発生率

全体 : 2.10％（ホルスタイン：1.16％、F1：3.51％）

表-2 

種であり、これら、３頭の近交係数はいず

れも０であった。それぞれの母方曾祖父に

同じ種雄牛がいることが明らかになり、関

連が疑われたが、症例２、症例３の母親が

２産目、５産目であったが異常子牛の分娩

が無かったこと、他に同様の血統を持つ牛

が分娩した子牛に異常が無かったことか

ら、血縁的な要因は低いと思われた。 

 

 

 

 

５．発生頻度 

 表-2 は、平成 21,22 年における発生農場

での分娩状況を月別に示したものである。

網掛けした箇所は症例牛３頭が分娩され

た月を示している。本農家は、平成 22 年

はホルスタイン種 86 頭、Ｆ₁57 頭の計 143

頭の分娩があった。その発生率は、全体で

2.10％で、ホルスタイン種 1.16％、Ｆ₁は

3.51％であった。なお、平成 21 年は 157

頭の分娩があったが、腸閉塞等の症状を示

す牛は見られなかった。 

 

６．まとめ及び考察 

 先天性結腸閉鎖あるいは一部欠損は鎖肛と違って、外貌上の変化からの診断が困難で、

子牛が食欲不振・排便がない等で予後不良になるまで気づかないことが多い。したがって、

外科手術等の実施が困難であり、今回も生後２～４日で死亡の転帰を取った。このことは、

成書に記載されている内容と同様であった。 

 Gaag らは、腸管の閉鎖を以下の３型に分類し、現在それが踏襲されている。タイプ１は、

腸内腔が閉鎖しているもの。タイプ２は、２つの盲端が繊維または、筋様の組織でつなが

っているもので、今回の症例１がこれに属した。タイプ３は、盲端が離れて遊離している

もので、今回の症例２、症例３がこれに属した。 

 宮崎大の報告では、同大学で剖検された牛 7,610 頭のうち、0.64％（ホルスタイン 3.11％、

Ｆ₁0.68％）に結腸閉鎖が見られたと報告している。今回の症例では、平成 22 年に当農場

で分娩された子牛全体の 2.10％（ホルスタイン 1.16％、Ｆ₁ 3.51％）と宮崎の報告よりも



高い発生率であった。また、宮崎ではＦ₁よりホルスタインが高い発生率を示したのに対し、 

本症例では逆の発生率を示した。 

 いずれの症例牛も近交係数が 0 であったこと、母方曾祖父に同一種雄牛がいたものの、

過去に異常子牛を分娩していないことから血縁的要因は低いものと考えられた。 

 Clark らは、犬及び羊の胎子において腸間膜の血流を遮断して人工的に腸閉塞を作出し、

発生期の血流が重要であることを報告している。また、Brenner らは、受精後 42 日までの

早期妊娠鑑定を行う際に、羊膜嚢を強く直腸から触診し、脈管を損傷することが原因の一

つと報告している。聞き取りしたところ、当農場において臨床獣医師が直腸検査による妊

娠鑑定の練習を慣行していることが判明した。今後、触診による妊娠鑑定時の注意事項と

して啓発していくこととしている。 
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